
うるま市・盛岡市　友好都市提携5周年

友好都市提携５周年記念イベント

　うるま市と岩手県盛岡市は、平成 19 年に盛岡市を舞台にしたテレビドラマ
にうるま市出身の比嘉愛未さんが出演したことをきっかけに交流の輪が広が
り、平成 24 年７月 31日に「友好都市」を締結しました。
　現在、物産フェアの相互開催や、うるま市・盛岡市の中学生交流事業、現
代版組踊「肝高の阿麻和利」の盛岡公演、「啄木の里ふれあいマラソン大会（盛
岡）」「あやはし海中ロードレース大会（うるま）」の男女優勝者の相互派遣など、
経済面だけではなく、教育、スポーツなどの様々な交流が行われています。
　今年、提携 5周年を迎えることから、様々な記念イベントが行われました。

盛岡市ってどんなところ？
　岩手県の県庁所在地である盛岡市は、人口約 30万人，面積
886.47平方キロメートルの、北東北をリードする中核市です。
盛岡市は、全国に誇る麺文化のまちで、「盛岡冷麺」、「盛岡じゃじゃ
麺」、「わんこそば」は盛岡三大麺として有名です。伝統的工芸品で
ある南部鉄器は海外からも注目されています。また、８月に行われ
る夏祭り「盛岡さんさ踊り」は、盛岡の夏の風物詩となっています。
魅力あふれる盛岡を訪れてみてはいかかでしょうか。

うるま市盛岡市友好都市提携調印式の様子

芸能アトラクション
「さんさ」と「エイサー」のコラボ演舞（ゆらてく）

紅華風―ＫＡＦＵによる演舞（盛岡駅前）

「盛岡さんさ踊り」パレードに参加した
うるま市訪問団

友好都市提携５周年記念式典
（うるま市役所）

物産フェアー「いわて盛岡デー」の様子
（イオン具志川店）

「盛岡さんさ踊り」
独特の衣装とリズム、振りの伝統さんさ踊りや
彩り鮮やかな花車がパレードを盛り上げます。

盛岡冷麺 盛岡じゃじゃ麺 わんこそば 南部鉄器
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